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限りなく広がる色  「自分の色」はどんな色  
校長 野田 恵美 

７月のある日、２年生の子供たちが、色水の入ったペットボトルをお日様にかざし、光を受け

て地面に映るカラフルな影を見て、嬉しそうに声をあげていました。「見て見て、青い色がうつ

ったよ」「合わせると違う色に見える！」「みんなでならべてみようよ」などと言いながらいろい

ろと試していました。みるみる活動が広がっていく姿に子供たちの柔軟性を感じました。 

一つだけの色でも光の当たり方によって、濃い色に見えたり、淡い色に見えたりと楽しめま

すが、友達と一緒になって、並べたり、重ねたりすることでまた違った楽しさが見つかります。並

べることで、同じ「赤」でも少しずつ違う「赤」があるのだということに気付きます。また、重ねる

ことで、今まで知らなかった新しい色を発見することもできます。 

 

  私は「共に学ぶ」ということも同じではないかと思います。十人十 

色という言葉がありますが、子供も私たち大人もそれぞれに素敵な 

「自分の色」をもっています。そして、個々がもっている「自分の色」を 

場面によって、濃い色で見せることもあれば、淡い色で見せることも 

あります。また、その色を比べたり、認め合ったり、何人もで色を合わせて、また別の色をつくっ

たりすることもあります。教育活動においても自分の考えと友達の考えを比べたり、聞き合った

りしながら、思考が深まったり、新しい考えを見つけ出したりすることがあります。共に活動する

ことで、見つける色が数限りなく広がっていくように、学びも広がっていくのです。 

 

夏休みは普段より少し自由な時間があると思います。自分の得意なことをさらに練習して

伸ばしたり、新しいことに挑戦してみたりすることをおすすめします。得意なことを伸ばすと、今

もっている「自分の色」がさらに鮮やかになるでしょうし、新しいことに挑戦すると、今もってい

る「自分の色」の種類が増えることでしょう。 

「夏休み、何に挑戦する？ 」など、ご家庭でも話題にしていただけると幸いです。                           

２学期、今もっている「自分の色」をさらに輝かせた渋川っ子のみなさんに会える

ことを楽しみしています。 
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【令和３年度 ２学期のおもな予定 】 コロナウィルスの感染状況により変更になることがあります。 

９月  １日（水） ２学期始業式        １０月２０日（水）・２１日（木）修学旅行 

９月  ２日（木）・３日（金）５年生野外活動  １１月  ８日（月）・９日（火）                     

１０月  ２日（土）運動会（予備日６日）         １１日（木）・１２日（金）個人懇談会 

１０月  ４日（月）運動会代休日         １１月２６日（金）音楽発表会 

１０月１５日（金）学校公開（地区別 分散方式） １２月２３日（木）２学期終業式 

※１学期に感染予防のため中止になった学校公開は１０月１５日（金）に予定しています。  



７月１６日、体育館で交通安全教室が行われました。校区の危ない 

ところや正しいヘルメットの着け方、安全な自転車の乗り方、「とまれ」 

の標識があるときは、どのように安全確認をするかなど、クイズや実演 

をまじえながら楽しく学ぶことができました。夏休みに自転車に乗る 

ときに、今回学んだことをぜひ生かしてください。 

【 交通安全教室（３年生） 一度止まって、右、左、右、後ろ 確認よし！ 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 伝統文化にふれる① ～能・狂言の世界へ～ 】 

文化庁「文化芸術による子供育成総合事業」により、鎌倉能舞台の中森寛太先生を講師に迎

え、６月２４日、5・6 年生を対象にワークショップが開かれました。能についての説明や小道具、楽

器の説明、そして伝統的な所作などの動きを教えていただきました。 

また、７月２日には、本校の体育館で能と狂言の舞台を観ました。６年生の教科書に出てくる「柿

山伏」では、独特のリズムや言い回しや滑稽な動きなど伝統芸能の面白さについて、昔の人と感

性を共有することができました。能「小鍛冶」は打って変わって、変化に富んだ展開と謡、動きで非

常に見ごたえのあるものでした。５・６年生にとって、本物を観ることができるとても貴重な機会にな

りました。 

 

【 伝統文化にふれる② ～庄中打ち囃子～ 】 

７月６日と９日の２日間、庄中打ち囃子保存会の方々に来ていただき、渋川小学校伝統の打ち囃

子講習会を行いました。昨年度は休校の関係で実施できなかったため、２年ぶりです。今年は十分

に間隔をとるため、１クラスごとで行いました。保存会の方からは、音を出すこつだけでなく、練習の

大切さについてなども教えていただきました。 

 地域の伝統を受け継ぐこと、地域の方々と触れ合うことをこれからも大切にしていきたいです 

■子供たちの感想より■   

・ 何もないのにあるように見せるところがすごいと思いました。お面をつけていて視界が狭いのにジャ

ンプしたり、まわったりしているところもすごいと思いました。 

・ 観ているとだんだん興味がわいてきておもしろくなってきました。家に帰った後も調べてお母さんと

一緒に動画を見ていたら、おもしろくて時間がすぐに過ぎていました。 

・ 小鼓は優しい音色、大鼓は力強い音色、太鼓は軽やかで、それぞれ違うのがわかりました。 

・ 囃子はシテの心情や気持ちを表現していて、強弱があり、もっと能や狂言が知りたくなりました。 


